




  本昭和 51 年度「機械器具」の開発研究に関しては、特別の協同研究テーマ

を設けず各施設の独自研究が主体を占め着実な進展をみたものと思考する。な

お、本年度の「増加試作」研究としてスライドストレッチャーが取り上げられ

5施設に配布し、その試用に関する結果もとりまとめることができた。


